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資料

＜今後の方向性・スキームの整理＞

令和８年６月２９日（月）



１．検証委員会開催スケジュール

回 時期 主な検討内容（予定）

第１回 ２月４日（水）
検証の目的、スケジュール等の説明
調査内容の検討・決定

第２回 ５月22日（金）
調査分析結果の検証
課題・今後の方向性・スキームの整理

第３回 ６月29日（月） 今後の方向性・スキームの整理

第４回 ７月
今後の方向性・スキームの決定
報告書の検討

第５回 ８月 報告書の検討
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２．農の学校が目指すポジション
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有機農業特化度
低

就農後支援
弱い

有機特化・支援充実

有機低・支援充実

有機特化・支援限定的

有機低・支援限定的

SEADS
（鶴岡市立農業経営者
育成学校）

丹波市立
農の学校

綾オーガニック
スクール

兵庫県立農業大学校
有機農業アカデミー

兵庫楽農
生活センター

就農後支援
充実

有機農業特化度
高

亀岡オーガニック
農業スクール

※調査結果分析に基づくイメージ図

丹波市立
農の学校

目標ポジション



３．農の学校のターゲット層
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就農意欲
弱い

丹波市への
定着志向

弱い

就農意欲
強い

※調査結果分析に基づくイメージ図

①「有機技術追求・全国展開型」
有機技術習得が主目的。出身地や大
消費地での就農を視野。自己資金を
準備し、本気度が高い。

②「地域農家・丹波ブランド担い手型」
修了生の約６割が独立就農し、多くが市
内に定着。地域の担い手として貢献する
意欲が強い。農地・住宅の確保を重視し、
地域との関係も良好。

③「キャリア模索・技術学習型」
農業を学ぶこと自体に関心があるが、
出口は未定。在学中に就農意欲が向
上する層。就農準備の最短ルートとし
て入学を検討。

④「地域生活・半農半X志向型」
農業だけでなく、丹波市での生活やコ
ミュニティを重視。自給用や半農半Xな
ど、多様な関わり方を模索。地域の慣習
やルールを学びたいニーズがある。

丹波市への
定着志向

強い

ターゲット層



4．農の学校のこれからのコンセプト（強み）
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農業経営の実践力と有機農業の専門性を兼ね備えた担い手を育成する学校

実践的な農業経営教育 有機農業を軸とした多角的な栽培実習 地域とつながる農業者への育成

栽培技術だけでなく、販路開拓・資金繰り
・営農計画まで一貫して学ぶカリキュラム
。多様な営農類型の経営モデルから、自
分の目指す農業を主体的に設計できる
力を育てる。

農業の原理原則を学ぶことを目的に有機
栽培を軸としつつ、慣行栽培の知見も取
り入れた幅広い営農知識を提供。野菜の
ほか、水稲や丹波市の特産物まで幅広い
品目を取り扱う。

地域コミュニティ（自治会・農会・農業委
員会等）との交流や、農村文化を学ぶカ
リキュラムなどを通じて、就農後も丹波
市に定着し、深く根差していく人材を輩
出する。
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